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◆ 研究概要 
当講座では，「記憶」の分子機構を明らかにすることを目標としています。「記憶」という巨大な象を理解するためには，

鼻や足や胴体だけを触って「記憶とはホースのようなものだ」「いや柱のようなものだ」「いやいや壁のようなものだ」と

言っていても始まらないわけで，あらゆる方向からのアプローチが必要です。私たちは，「分子レベルでの理解」を合い

言葉に，分子生物学・生化学から細胞生物学・組織化学・電気生理学・行動薬理学までの幅広いアプローチを取ることに

よって理解を深めようとしています。 
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